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大学生のサークル集団に関する研究動向

一新井・松井 (2003) からの研究動向の変化一
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This paper examines the state of research relating to university clubs since 2003 thl"・ough

comparisons with Arai and MatsuIs (2003) review. Firstly， since 2003， it has been shown that 

connections with university clubs and other members are important in the student lives of members. 

Secondly， research has investigated a number of aspects of university clubs， such as group formality 

and their organizational properties， captaincy and sub-leaders in terms of leadership qualities， and 

interpersonal behaviors and thoughtless behaviors as new fields. Thirdly， other research has focused 

on the motivation to participate in clubs， achievement motivation， and levels of satisfaction and 

commitment. Finally， based on a review of the recent research， this paper highlights the need for 

further research on the reciprocal nature of interpersonal relations within clubs， club activities， their 

systems， and university clubs themselves， as well as the characteristic attitudes towards university 

clubs. 
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本論文は. 2003年以降に実施された大学生サー

クル集団に関する研究の動向についてまとめること

を目的とする o 2003年までの大学生サークル集団

の研究について，新井・松井 (2003)がレビューし

ている。しかし向レピューより数年経過し，サーク

ル集団研究の動向も変遷している O そこで本論文で

は，新子1:・松井 (2003)のサークル集団の研究知見

を111各述した後，それ以降のサークル集団研究の動向

を紹介し 2003年前後のサークル集団研究の相違

を論じる O

具体的には，新井・松井 (2003) を紹介した後，

新井・松井 (2003) の t~"組みに沿って 2003 年以降

のサークル集団を対象とした心理学的研究について

まとめる。その中でも本論文では，サークル集団研

究の心理学的意義，サークル集団の性質に関する研

究， リーダーシップ研究，対人関係に!却する叩f究，

迷惑行為に関する研究，サークル集団への所属を規

定する要因に関する研究をまとめる。 最後に紹介し

た研究知見をまとめ，今後の展開について考察する。

なお本論文では，新井・松井 (2003) にならい，

クラブ・サークル・同好会などの集団の呼称を，集

団の種類を区分せずに“サークル集団"と呼称する

が，先行研究において呼称を意図的に使い分けてい

る場合には，各1iJlラ'引こ従って記述する O
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新井・松井 (2003) による教育学的・体育学的

研究動向のまとめ

新井・松井 (2003)は，サークル集団の研究を実

態調査と教育学的・体育学的研究，心理学的研究ご

とに まとめている O

教育学的・体育学的研究においては，サークル集

団へ所属することは，集団本来の活動だけではなく

人間関係を求めていると同時に，サークルに所麿3す

る大学生はサークル内の人間関係に対して問題を感

じていることが明らかにされていた。またサークル

集団に所属することで，学生が技術面だけでなく人

間的にも成長することを サークル参加者だけでは

なく，大学や OBなとご外部の人々からも期待されて

いるとまとめている O

サークル集団所属の心理学的意義

新井・松井 (2003)は，サークル集屈に関する心

理学的研究をまとめ “大学生がサークル集団に所

属することは，対人関係能力や社会性の獲得にとっ

て重要であるだけでなく，大学生の日常生活におい

て心理的支えとなる安定化の機能をも果たしてい

る"と述べ，サークル集団に所属する重要性を強調

している。

新井・松井 (2003)以降のサークル集団の心理学

的意義に関する研究においては サークル集出と学

生との関わりに焦点を当てて検討がされている。

樋口 (2007)は，大学生の適応に関して調査をし，

サークル集団の活動に満足している学生が，大学生

活に適応しやすく，生きがいを強く感じていること

を明らかにした。

高木 (2006，2007)は，大学生にとって重要な組

織への帰属意識が大学生活への充実感へ与える影響

について検討している。その結果，部活やサークル

に所属する学生のうち，集団の価値や目標を内在化

している学生は， 自己の存在を肯定しやすいことが

明らかとなった。以上の結果から，高木 (2007)は

部活やサークルが，所属して注力することで初めて

充実感が得られる組織であると指摘している。

新井・松井 (2003)では，学生にとってサークル

集部への所属が，多くの有益な側面を持つことを指

摘していた。しかし，2003年以降の研究においては，

サークルに不満を抱かず，サークル集団へ積極的に

関わることによって，大学生活の満足感や自己への

許1illiが向上していた。したがって，学生の大学生活

にとって重要なことは，サークル集団に所属するだ

けではなく，サークル集団との関係を良好にし，サー

クル集団へ積極的に関わろうとすることであると考

えられる。しかしサークル集団研究において，サー

クル集団と所属成員との関わりに関する研究が少な

いことが指摘されている(橋本・唐沢・磯崎， 2010 

など)。

サークjレ集団の性質に臆する研究

新井・松井 (2003)は，サークル集団に特徴的な

性質で、ある年功序列規範に関する研究(結城.UJ口，

1995， 1996など)を紹介し年功序列規範と集団

への評価との関連性が検討されているとまとめてい

る。 2003年以降では，サークル集団の性質として，

年功序列規範をはじめとするサークル集部の集団規

範に加えて，集団フォーマル性や組織風土を扱って

いる O

新井・松井 (2003)以降に実施されたサークル集

団の規範研究としては 遠藤・下)11.安田・布施・

袴田・伊藤 (2009)が挙げられる。遠藤他 (2009)は，

大学における運動部活動に所属している選手を対象

として，運動部活動の集団規範と業績との関連性を

検討した。調査の結果，業績の高い集団ほど，集団

規範が強いことが明らかにされた。また向調査では，

90年代と現代の集団規範を比較しており，その結

果，現代の選手は，“態度規範"“上下序列規範"“奉

仕規範"という規範を強く感じていた。この結果か

ら遠藤他 (2009)は，現代の運動部所属選手は，規

範への耐性が低下している可能性を指摘している O

年功序列規範と関連する概念としては，集団

フォーマル性について研究がされている O 集団

フォーマjレ性は，“集団がフォーマル集団に当ては

まる程度.. (新井， 2004) を表しており， 2003年以

降では集団フォーマル性が集毘成員に与える影響に

ついて研究されている(新井， 2004;福崎・岩淵，

2008 ;橋本他， 2010) 0 集団フォーマル性に関する

研究をまとめると，集団フォーマル性が高い集団ほ

と¥サークル集団内において“衝突回避.. ..~長従"

"fL儀"“参照"という対先輩行動を促進し(新井，

2004) ，集団成員の達成動機やセルフモニタリング

能力を高め(福111奇・岩淵， 2008)，サークル集団へ

の規範的コミットメントや集団同一視コミットメン

トが強められでいた(橋本他， 2010) 0 

次にサークル集団の性質として，組織風土が研究

されている O

小室・荒井・竹中(2008)は，“クラブ中心の統制"“自

由なコミュニケーション"“イノベーションの受け

入れ"より構成される組織風土尺度(樋口， 1996) 

を用いて，大学生スポーツ集団に所属するアスリー
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トのメンタルヘルスと大学生スポーツ集団の組織風

土との関連性を検討した。その結果自由なコミュ

ニケーション"と“イノベーションの受け入れ"と

いう組織風土と，“心身のコンデイショニング"や

“チームへの適応"“挑戦的態度"などのメンタルヘ

ルスとの間に有意な正の相関が見られた。一方，“ク

ラブI~:I心の統制けとし寸組織風土で、は，学生は日常

任三活で、の;皮労やストレスを!~じていた。

他方，尾関・吉田 (2007) は，“自民!なコミュニ

ケーション"と“イノベーションの受け入れ"は，

自分の意見を表明しやすい程度であるという点で、類

似した概念であると指摘し，組織風土を再検討して

いる。その結果，サークル集出における組織風土と

して，集!査が管理されている程度を表す“管理性"と，

自分の意見を明らかにしやすく，集団で公平に扱わ

れている程度を表す"，*]放性"の 2因子を抽出して

いる。さらに尾関・吉田 (2007)は，組織風土が迷

惑行為に及ぼす影響を検討した。その結果，集団レ

ベルでは“管理性"が“集団活動に影響を及ぼす迷

惑行為"を抑制し“開放性"が“集団内の人間関

係に影響を及ぼす迷惑行為"を抑制していた。一方，

個人レベルでは "1~fJ放性"が“集団活動に影響を及

ぼす迷惑行為"と“集部内の人間関係に影響を及ぼ

す迷惑行為"の両方を抑制していた。

尾関・飯田-鈴木・ 1:1:1野 (2009)は，サークル集

団の組織風土とサークル集団への過剰適応傾向との

関連について検討した結果，管理性が低く開放性が

高い集団の成員は，管理性と開放性の両方が高い集

団の成員と管理性が高く開放性が低い集団の成員よ

りも，他者に対して配慮をする傾向が強かった。

以上をまとめると，新井・松井 (2003)以降では，

サークル集団の性質として，年功序列規範に加え

て，集団フォーマjレ性や組織Jgi¥.土が取り上げられて
いた。集出フォーマル性はサークル集団に独特の変

数であり， 2003年以降に新たに見出された。自分

の意見や考えを表明しやすいサークル集団では，学

生はチームに適応しやすく，活動や人間関係に影響

を及ぼす迷惑行為を行わない。一方で，組織として

管理され規範が強いサークル集団では，学生は先輩

の行動を参照しサークル集団の規則や先輩に従い，

日常生活にストレスを感じていた。

サークル集団のリーダーシップ

新井・松井 (2003)では，大学生のサーク jレ集出

や部活動のリーダーを対象としたリーダーシップ研

究(蜂谷， 1999など)についてまとめられている。

これらの研究の多くは， リーダーシッフ。の課題志向

的機能と集団維持的機能の 2つについて扱ってい

た。

新井:・松井 (2003)以降のリーダーシップに関す

る研究は， リーダーシップの研究(高口・坂田.!:藤

本， 2007)だけではなく，キャプテンシーやサブリー

ダーの補佐行動に関する研究も行われている(村井

猪俣， 2010;鈴木， 2009)。

高口他 (2007)は，学生サークルにFJr~認する大学

生を対象として， リーダーのリーダーシップとプロ

トタイプ性が集団活動に従事する成員に及ぼす影響

を検討した。調査の結果 リーダーシップの機能と

して， "J王力 P機能" ・・計画 P機能" "M機能" の3

i温子を1"!ll li\している。外集団への意識が高い)~定員は，

リーダーシップの "M機能"が高まると，ミーテイ

ングに参加しやすい雰闘気であると評価し， リー

ダーシップがプロトタイプ性に当てはまるほと¥集

団活動に対する動機づけが高められていた。ーブJ，

外集団への意識が低い成員Lt，"M機能"が高まる

ことで， ミーテイングに参加しやすい雰 I~JI気である

と評価し "M機能"と 1主力 P機能"によって柴
田活動に対する動機づけが高められていた。

村井.3者俣 (2010)は スポーツ集1:ry:1の運営のた

めに，コーチや監督など選手外のリーダーではなく，

選手から選出されるチームリーダーで、あるキャプテ

ンの影響を吟味する必要があると指摘し JJ券取j追求

型のスポーツチームにおけーるキャプテンの資質ーなど

を表す“キャプテンシー"について検討している。

調査対象者は，試合1=1=1に選手のキ1'1立作用が必要と考

えられるクラブ，実業団.大学のチームに所属する

選手であった。調査の結果 キャプテンシーとして

“目標志向性"“人間関係の維持発展"“メンバーへ

の激励"“競技知識'“競技能力"の 51~子が抽出さ

れた。それぞれのキャプテンシーの特徴を見ると，

成績上位の群では，すべての側面の得点が有意に高

かった。性別にみると，男性メンバーは“目標志向

性"“競技知識" ..競技能力"が高いキャプテンを求

めており，女性メンバーは“人間関係維持能力.. 1.メ

ンバーへの激励"が高いキャプテンを求めていた。

鈴木 (2009)は，集団におけるサブリーダーに注

自した研究が少ないことを指摘し，サブリーダー独

自の補佐行動を検討している O その結果，サブリー

ダーの補佐行動として“リーダーへのメンタルフォ

口一"“準備・雑用" "l#1J J1二"の 3民子を抽出した。

副キャプテンの補佐行動は，キャプテンのリーダー

シップ行動を媒介し所属成員の部活動への適応!惑

を促進していた。

山上のように，近年ではサークル集団における

リーダーシップ研究の領域において， リーダーシッ
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プだけではなく， リーダーが持つキャプテンシーや

サブリーダーの補佐行動について検討がされてい

る。つまり 2003年以降では リーダーシップ研究
の対象が広がり， リーダー以外の幹部に焦点が当て

られていた。集団の雰閤気を良くしようとするリー

ダーである場合，集団に対抗する集団の有無に関わ

らず，学生は集団のミーテイングに参加しようとし

ていた。サークル集団の男性メンバーは競技に関す

る知i哉や能力カfあるキャプテンを求め，女性メン

バーは，人間関係を取り持ち，メンバーを激励する

キャプテンを求めていた。またサブリーダーがリー

ダーの行動を補佐することで，所属成員は集団内の

1ljJ間関係に満足し活動に積極的に取り組むことが

明らかとなった。

サークjレ集団での対人関係

新チ!こ・松井 (2003)は，サークル集団内の個人対
個人の対人関係を扱った研究(酒井・安藤， 1998 
など)をレビューして，サークル集団における対人

関係の研究は先輩後輩関係の現状把握に留まってい

ると指摘しているo 2003年以降，新井はサークル
集団内での対人行動に関して，対先輩行動と対後輩

行動に分類して一連の研究している(新井， 2004; 
新井・松井， 2004， 2006) 0 
新井・松井 (2004)は，“よくまIJっている後輩"
を想起させ，サークル集団における対後輩行動につ

いて検討した。その結果，対後輩行動の 13の行動
1H1J im (命令・注意，計画，配慮，指導，親交，攻撃・
無視，向調.:tipilJIJ，権力行使， 1fi:1J1li，模範，上下回

避，受容)を抽出している O また，これら 13の行
動側面がさらに 7つの行動群(支配，支援，親和，

攻撃，拒否，非支配，受容)に円環状に布置され，“支

配一非支配"と“親和一拒否"の2車Iiにより構成さ

れると理論化した。

一方，新井 (2004)は，対象となる先輩を特定せ
ずに，サークル集団に所成する大学生を対象として，

対先輩行動を検討している O その結果，“親交" "iwi 

突IITl:i壁"“JJlHf{'“礼儀"“参rm"“攻撃"の 6因子を

j:[ll出した。新井 (2004)は 先輩に対して感じる社
会的勢力と，集団フォーマル性と集団凝集性といっ

た集団状況姿図が対先輩行動に与える影響を検討し

ている。その結果，社会的勢力の罰勢力が強い場合

に， “衝突@避"や "JJlZfA"が促進され寺定的勢
力が強い場合に， "JJIZ従"“礼儀"‘.参照"“毅交"が

促進されていた。また集団状況要因の影響を見ると，

柴田フォーマル性が高くなると，“衝突回避"“服従"

干し1rf'‘参1m"が促進され，集団凝集性がiおくなると，

“礼儀"“親交"が生起しやすく，“衝突回避"は生

起しにくくなっていた。新井 (2004)は，以上の結
果果，をまとめ.対先輩行E弱動手功jは水平的!関謁係行動で、ある
交"と，集団フォーマル性によって生起する上下関

係的行動である“礼儀" "JJIZ fft "“衝突!ヨ避"と，先

輩からの肯定的勢力によって引き起こされる自発的

な上下関係行動である“参照"の3種に分けられる

と，新井 (2004)は考察している。
業rr井・松井 (2006)は，“所属する集屈の中で親
しい先輩"と“所属する集団の中であまり親しくな

い先輩"を対象として特定し対先輩行動が円環的

な構造となるかについて検討した。その結果，対先

輩行動は 1設従一不服従"と“親和一IfIl避"の 2事Il

により構成され，円環状に布置されることが明らか

となった。また対先輩行動と，対象となる先輩の社

会的勢力と集団状況要医!との関連を検討し社会的

勢力において，対象となる先輩の肯定的勢力と“親

交"“参照"との間に，正当勢力と 1長従" "1'し儀"
との問に，言j勢力と“衝突出避"との簡に，それぞ

れ正のキ1'11調関係を見出している O さらに集団フォー

マル性が高い集団においては，服従行動が多くなっ

ていた。

新井は，一連の研究においてサークル集団内の先

輩後輩関係について，対先輩行動と対後輩行動の2

種に分類して検討し，対先輩行動の6側面仁対後

輩行動の 13の行動側面を見出した。対先輩行動は，
集団フォーマル性によって生じる上下関係的行動

仁社会的勢力によって生じる自発的な上下関係的

行動仁水平関係的行動の 3種に分けられると理論

化した O サークル集団のフォーマル性が強くなるほ

ど，先輩に服従しやすい傾向が見られた。先輩に親

密さを感じている場合には先輩との親交を深めよう

とし先輩の行動を正当であると判断する場合には，

先査に従いやすかった。また先輩から望ましくない

行動を受けると，先輩との関わりを拒否しようとし

ていた。一方，対後輩行動は“支配-非支配"と

手和口一拒否" による 2n車車剥軸il近功11出Iiにより構成され， 対先輩行動

は 1反従-不服従"と“親和一回避"による 2ijiUlで
構成されており，対先輩行動と対後輩行動には対応

関係が見られた。

サークル集団での迷惑行為

サークル集団における対人行動の分類の他に，

サークル集団内の行動に関して，新井・松井 (2003)
以降に新たに行われた研究として，尾関ら(尾関・

吉田， 2005， 2007， 2009)のサークル集団内での迷
惑行為に関する-連の研究が挙げられる。
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j宅関・吉田 (2005)は，サークル集団の集団サイ
ズと上下関係規範が迷惑行為の認知に及ぼす影響に

ついて検討した。その結果，上下関係が明確な集団

では，同級生や後輩よりも先輩が迷惑行為を行う場

合に，迷惑であると認知される程度が弱かった。ま

た上下関係が明石1F:な場合，小集団の成員よりも中集
団の成員の方がより強く迷惑行為を迷惑であると認

知していた。一方で，上下関係が不明確な集団で、は，

ノト集団の成員が最も強く迷惑行為を迷惑であると認

知していた。これらの結果について，尾関・吉田

(2005)は，上下関係が明確な集聞は系統立ち，一
人の迷惑行為が集団での活動の妨げになるため，集

団サイズが大きくなることで、迷惑の認知度が上がっ

たと考察している O 一方，上下関係が不明確な集団

で、は個人単位のつながりを重視しているため，小集

団で、の迷惑の認知度が上がったと考察している。

j宅関・吉田 (2007)は，サークル集団における組
織風土と集団アイデンティティがサークル集団内に

おける迷惑行為の生起及び認知に与える影響につい

て検討した。その結果，サークル集団における迷惑

行為において“集団活動に影響を及ぼす迷惑行為"

と“集団内の人間関係に影響を及ぼす迷惑行為"の

2因子を抽出した。尾関・吉田 (2007)では，集出
レベルと個人レベルで組織風土による迷惑行為の生

起について検討しており，集問レベルでは， "Imh女性"

が“集団内の人間関係に影響を及ぼす迷惑行為"を

抑制し管理性"が“集団活動に影響を及ぼす迷

惑行為"をtillf!J1Jしていた。一方で、，他人レベルでは

"1m放性"のみが“集団活動に影響を及ぼす迷惑行為"

と“集団内の人間関係に影響を及ぼす迷惑行為"を

~!Ilf!J1Jしていた。

j宅関・吉田 (2009)は，“成員性"と“誇り"によっ
て構成される集団アイデンティティが，集団内にお

ける迷惑行為の認知に及ぼす効果を検討した。その

結果，所属集団における成員性が強い成長ほど，“集

団活動に影響を及ぼす迷惑行為"を詩高iく3
たO また“集i包歪内の人!開笥i関羽係に彩響を及ぼす迷惑行

為"については，所属成員の集団成員性が低い集屈

では，誇りの高い成員がより迷惑行為を認知してい

た。

このように，尾関らによるサークル集団内の迷惑

行為に関する一連の研究は 集団内でのルールや規

範からの逸脱行為という反組織的行動に関する研究

であり，サークル集団における活動の|羽害や人間関

係の悪化など，サークル集団へのマイナスの影響を

与える要因の検討を行った研究として位置づけられ

るO サークル集団が管理されることで，集団活動を

阻害する迷惑行為が抑制され，サークル集団が開放

的であると，集団内の人間関係に悪影響を与える迷

惑行為が拘Jfj討されることが明らかとなった。また上

下関係が明確で、集団サイズが大きい集団と上下関

係が不明確で集団サイズが小さい集j習において迷惑

行為が強く認知されていた。このように，迷惑行為

は集団の性質によってtflliijljされることが明らかと

なっている。一方で.柴田アイデンティティが高い

成員は迷惑行為を強く認知する傾向があることが明

らかとされ，集団の性質ではなく，個人の性質にf主

点を当ててii3f究も展開されている O

サークjレ集団への所属を規定する要因

新:)1:・松井 (2003)は，サークル集団に所属す
る成員の半数が，サークル集団を一度は辞めよう

と思ったことがあるとする実態部査(波法・出稿，

2002)を紹介していた。 2003年以|昨においても，サー
クル集団への所属に関する制査がなされており，池

田.):111 (2003)は，}lli動部に所属する 73%の学生が，
途中で、辞めたいと思った;経験があることを明らかと

した。安田・J1ßjJ~ .下JII.布施・袴ITI・伊藤 (2009)
は運動部活動にi持する実態調査を行っており守|可制

査には，退部意識に l却する質 l~iJ )頁 I~I が合まれていた。

lill1:rの割合は，退部意識が“少しあった"と IJiI答し
た学生は34%おり，“よくあった"と!日j答した学!-I二
は20%しヨた O

このように大学生の 5i~IJ}J、 i二がサークル集日 l を昨

めようとした経!験があることが明らかとなってい

るO そのような現:1犬を反lりとして， J忠良をjiji-)，認させる

要因が検討されている O 新井-松井(2003)では，サー
クル集団への所属を規定する要因について，参加動

機の分類・検討¥満足感や，帰属意識，達成動機に

ついてまとめている。本論文ではそれぞれの要因に

ついて，新井・松井 (2003)}j、前と以降の研究につ

いてまとめる O

サークル集団への参加動機 新井・松井 (2003)
は，サークル集団への参加動機(山本， 1990など)
に関する研究をまとめ 運動部に参加する学生の参

加動機として “回避" “達)成或" "{:建康.体ブ力ガ〕プ"

1ヨi出j封3.平等性" "1司執"“社会的有mtt""WJ待"が
見出されるとまとめている O

2003年以降のサークル集団の参加動機に関する
調査としては， i佐本・菊池 (2006)や平野・柑11 (2007) 
が挙げられる O

iD者本・菊池 (2006)は，体育会系運動部とスポー
ツサークル活動に参加する学生を対象に参加動機を

検討している。その結果，山本(1990) と同様に，
参加動機として¥親和" "I~II3:I" “健康-体力"“達成"
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“自避"“自執"“社会的有用性"の7因子を抽出した。

また遂動部に所属する学生とサークルに所属する学

生との参加動機を比較した結果，運動部に所属する

学生は“達成" "ll:会的有用性"という参加動機を

より強くもっていた。一方，サークルに所属する学

生は;“親和"“自由"“健康・体力"という参加動

機を強く持っていた。

平野・棉J(2007)は，ウインドサーフイン活動を

行っている学生を対象として 参加動機と活動継続

動機について調査している。その結果，参加動機と

して， “流行"“効果"“余暇""i舌動・競争"“挑戦"

などの 81限子を抽出した。また活動継続動機におい
て， “先輩や仲間に恵まれた"“目標や自指すものが

あった"“競技能力に恵まれた"という動機が多く

見られた。

サークル集団への参加動機に関する研究は， 2003 

年以降においても， 2003年以前とほぼ同様の構造

が見出されていた。 2003年以降では，サークルと

部活での参加動機が比較されており，大学生はサー

クルに対して成員との繋がりや自由な雰閤気を求め

ており，部活に対して活動での達成感や社会的利益

を求めていた。

サークル集団における達成動機 新井・松井

(2003)は，達成動機に関する研究として樋口(1996)

を紹介している O 樋口(1996)は，サークル集団に

おける達成動機を検討し “自己向上""i舌動"“イ

ニシアテイブ"の 3因子をtlll出した。また達成動機

と組織風土，チームメイトへの満足度， リーダー

シップとの関連性を検討していた。その結果，サー

クル集団がイノベーションを受け入れる組織風土で

あると，メンバーの自己向上に対する動機が強かっ

た。またチームメイトに対する満足度が高いと，メ

ンバーの活動に対する動機は grt~ く，イニシアテイブ

に対する動機は弱かった。リーダーシップの機能と

達成動機との関連牲が低いことも明らかにされた。

2003年以降において，福 IIJ奇・岩淵 (2008) は，

集団フォーマル性が達成動機と対人関係処理能力に

与える影響について検討した。達成動機の分析の結

果， “j舌勤"“イニシアテイブ"ソ¥j眼形成"の 3因

子を1:111111した。集団フォーマル性と達成動機の関係

について，サークル集団の集団フォーマル性が高く

なると，メンバーの“活動"や"イニシアテイブ"

への動機づけが強められた。

達成動機に関連して，田中・~:j:内・久保田 .Jこ出

(2007)は， ソフトボール部員を対象として，練習

に対する動機づけによる心理的要求の充足や原因嬬

属との関連について検討している O その結呆，練習

に対する動機づけが強しヨ選手は，主体的に行動しょ

うとしたり，他者と毅密になろうとする心理的要求

が強かった。また動機づけが強い選手は，結果を努

力に原因帰属をし，コーチに受容されていると感じ

ており，困難に直面した場合にはそれを乗り越える

努力をしようとすることが明らかとなった。

達成動機に関する研究をまとめると，サークル集

団における達成動機は 一貫して組織風土や集団

フォーマル性という集団の性質との関連性について

検討されており，サークル集団のフォーマル性が高

いほど，活動に積極的に参加し率先した行動を行

う傾向が見られた。一方， 2003年以降では，動機

の対象を練習に限定した研究もされており，練習へ

の動機づけの高い学生は，主体的に行動し困難を

乗り越えようと努力するなどの活動に積極的に関与

し他の集団成員やコーチとの人間関係が良好で

あった。

サークル集団への満足感 新井・松井 (2003)は

サークル集団への満足感の研究として，飛田(1994)

による研究を紹介している。飛田(1994)は，所属

サークルへの自分の貢献度の評価と集団活動の満足

度との関係を検討している O その結果， 自己の貢献

度が相対的に低い学生では，集屈の課題志向性が高

いほど満足度が高く，自己の貢献度が高い学生では，

集団の成員志向性が高いほど満足度が高いことを明

らかにした。

2003年以降においても，サークル集団への満足

感について研究されている(阿保， 2009， 2010;入

江・高橋， 2008)。

入江・高橋 (2008) は， Herzbergの二要因理論

に基づいて，サークルへの満足度尺度の作成を試み

ている。その結果，満足度を“活動満足度"

関係満足度"“練習満足度"の 3側面に分類している O

これらの満足度開の関連性を検討した結果，“人間

関係満足度"は“活動満足度"と

i高寓め''1吉動i満前足度" と “練習満足度"がサークル
集団全体の満足度を高めていた。

[1可保 (2009，2010)は 体育運動部の運営に関す

る満足度について調査した。満足度尺度の因子分析

の結果， “練習" ‘“‘交i流定"

“民主!的3杓守運営"の6医図i子を抽出している O またIIIlJ保は，
性別，学年，役職，運動部の性格による満足度の差

異について検討しているo IluJ保 (2009，2010)では

共通して，女性は男性よりも“練習"“構成員"“民

主的運営"について満足をしており， 1年生は 2年

生以上よりも，“練習"“民主的運営"について，幹

部はその他の学生よりも“練習"について満足して

いた。加えて， 1年生は2年生より全体的な満足度

が高く，幹部はその他の学生よりも全体的な満足度



高III治樹・松井 豊:大学生のサークル柴田に関する研究動向 31 

が低いことが共通していた。

サークル集団に対する満足に関連して，サーク

ル集団への改善について研究されていた(阿保.

2009， 2010;大JII.元・出i干1.笠井・植村， 2009)。

阿保 (2009，2010)の調査においては，“自分の意

見が部の活動目標・内容に活かされている"“部内

の懇親会のあり方"について 改善をして欲しいと

学生は強く考えていた。また大JII他 (2009)におい

て，サークル集団に所属する成員は“指導方法" ..休

暇期I1Jjの練習日数や回数"“練習の楽しさや楽しく

する工夫"などについて強く改苦ュをして欲しいと考

えていた。

以上のように， 2003年以前は，満足感と満足感

に影響を与える要国との関連性が検討されていた

が， 2003年以降は，サークル集団への満足感を構

成する要因について検討されている。満足!惑を構成

する要IEIとしては，“活動"に関する満足練習"
に隠する満足，

ていると考えられる O 一方で，“運営"に関する満

足が，新たに見出されている。l年生は2年生よりも，

幹部以外の学生は幹部よりもサークル集日iに対して

満足していた。しかし・6練習"や“運営"に対して

不満を抱色改善を求めている学生が多いことも明

らかとなった。

サークル集団へのコミットメントに関する研究

新井:・松井 (2003)では，サークル集出への所属の

規定要因の研究として，帰属意識の研究を挙げてい

る(橋爪・佐藤・高木， 1994a， 1994b)。橋爪他 (1994a，

1994b)は，帰属意識を“サークル集団を自分と同

一視し，強い愛着を抱き，あるいは自己実現の場と

みなすことで，われわれ意識を抱くようになること"

と定義し大学生を対象にサークル集団への帰属意

識に関して検討した。その結果 サークル集団の目

標・価値観・規範の受け入れを表す“規範的帰属意

識サークル集団のために活動したいという積極

的意欲を表す“意欲的帰属意識'¥サークル集団に

とどまりたいとしづ願望を表す H残留的帰属意識'¥

サークル集団に所属すると何か得るものがあるとい

う功利的意識を表す“功利的帰属意識"の 41E1子を

抽出した。

他方，組織心理学では，組織コミットメントは組

織帰属意識と同義の概念として扱われている O コ

ミットメントとは，一対象'に対する献身や傾倒・

没頭"を意味し産業・組織心理学領域では，組

織に対するコミットメントは組織コミットメント

(organizational commitment) とn乎ばれる。 Allen& 

Meyer (1990) は，組織コミットメントが情緒的

(a百ective) コミットメント，継続的 (continuance)

コミットメント，規範iJ'-](normative) コミットメ

ントから構成される組織コミットメントの 3要素モ

デルを提唱している。組織コミットメント研究をレ

ビューした Bergman(2006) は，情緒的コミット

メントを u組織への同一視や関与によって特徴付け

られる個人が感じる組織との情緒的繋がり"と定義

した。また継続的コミットメントを“組織に投じた

利益とコストの関係によって規定される組織にいる

必要があると考える程度"と 規範的コミットメン

トを“一部の個人において義務によって規定される

組織との繋がり"とそれぞれ定義している O

2003年以降，組織コミットメントをサークル

集団へと適用する試みがなされている(橋本他，

2010 ;高木， 2006， 2007) 0 橋本他 (2010) は，組

織コミットメントをサークル集目]への適用を試み

て，サークル・コミットメントについて検討してい

るO その結呆，情緒的な愛着を表す "'litJ緒的コミッ

トメント'¥罪悪感や責任からサークルをやめたく

ても， 1極鼠主詰i 葉弱刻難1I~でで、あるという状況の 3

コミツトメントドド集出への同一視を去す“集団同

一視コミットメント"の 31羽子をおIII:Hした。

高木 (2006)は，企業組織に対する組織コミット

メント尺度(高木・石m.益ITI， 1997) を使用し
て，大学生にとって重要な組織への帰属意識と充実

感の関連を検討ーした。間前査では，帰属意織を抱く

組織を大学生にとって章ー安な組織を選択するように

求め，学生の 26%が“大学"を， 28%が“バイトうど

を， 18%が"部活動"を， 17%が"サークル"をj主

要な組織としてそれぞれ選択していた。大学生にお

ける組織コミットメント尺j支のi君子分析の結果，高
木他(1997)と同様に γョ在化要素"“愛着要素"“規

範的要素"の 31君子が拍出されたが，大学生の組織
コミットメントにおいて，“存続的要素"は抽出さ

れなかった。学生は重要な組織の知!i1直を内在化する
ほと大学生活の充実感が促進され，重要な組織に

愛着を抱くほど孤立感が抑制されていた。

高木 (2007)は，大学生にとっての重要な組織(大

学，バイト先，部活動，サークル)ごとに，重要な

組織への帰属意識が大学生活に与える影響を検討し

た。高木 (2007)は，高木 (2006)による組織帰属

意識尺度に項目を新たに加えて，“内在化要素"“愛

着要素"“規範的要素"“存続的要素"の 4IEI子をt111
I:Uした。重要な組織による帰属意識の相違として，

..内在化要素"は，バイト先や大学よりもサークル

や部活動において高く “愛着要素"は，大学より

もサークルにおいて高かった。また“存続的要素"は，

バイト先や大学よりもサークルにおいて低く規

範的要素"は，大学で最も高く サークルよりも部
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近年のサークル集団研究の動向をまとめ，

開について考察する。

サークル集団研究の動向 サークル集毘研究は

2003年以降に，サークル集団への所属の重要性を

指摘する研究から，サークル集団との関わりの重要

性を指摘する研究へと変化していた。学生とサーク

ル集団との関わりを扱った研究では，サークル集団

に満足し，サークル集団に能動的に関わることで，

学生が大学生活に充実感を抱くことが明らかとなっ

た。しかし，学生とサークル集団との関わりに関す

る研究が少ないことが指摘されていた。

サークル集団の性質に関する研究は，年功序列規

範を取り上げる研究から 集団フォーマjレ性や組織

風土を中心として扱う研究へと推移していた。サー

クル集団が意見を表明しやすい風土で、あれば，学生

はサークル集団に適応しやすく，集団に迷惑となる

行為を行わないことが明らかとなった。一方で，サー

クル集団が組織として管理されていると，学生は

サークル集団の規則や先輩に従い，大学生活にスト

レスを!惑じていた。

2003年以降のリーダーシップ研究では，リーダー

だけではなく，キャプテンやサブリーダーという

リーダーtJ、外の役職に就く成員に焦点が当てられて
おり， リーダーシッフ。1'iJf究の対象範囲が広がってい

た。リーダーが集団を維持しようとする場合，学生

は集団の活動に参加しようとしていた。サークル集

団の男'性メンバーカf立とめるキャプテンは，音克技;に関

する知識や能力など活動志向のキャプテンであり，

k性メンバーが求めるキャプテンは，人間関係を円

滑にまとめるキャプテンであった。またサブリー

ダーによるリーダーへの補佐行動はリーダーのリー

ダーシップを高め，所属成員の仲間関係への満足や，

活動への向上心を高めていた。

2003年以降では，新たにサークル集団内の対人

行動研究が検討されていた。サークル集盟内の対人

行動の研究では， 13の対後輩行動と， 6つの対先輩

行動を新たに見出された。対後輩行動は“支配-非

支配"と“親和一拒否"による 2~!!ll により構成さ

れ，対先輩行動は“服従一不服従"と

今後の展
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活動の方が高かった。

このように 2003年以降に実施されたサークル集

団へのコミットメントにおける研究では，共通した

要素を抽出している一方で，異なる要素も見出され

ている。サークル集団へのコミットメントに関する

要素の相互関係を把握するために，先行研究より得

られている要素を Table1にまとめた。

まず 1育緒的コミットメント"と“愛着要素"は，
集百iに対する“愛着"を表す態度であると考えられ

るO “規範的コミットメント"と“規範的要素"は，

集団を辞めたいが辞めづらいと考えており，集団に

対ーする“葛藤"を表す態度であると考えられる o "lj支

留的帰属意識"は，集団に留まりたいというl額望を

表している。組織コミットメントにおける概念をま

とめた高尾(1996) は，橋爪他(1994a) が使用し

た関本・花田 (1987) による帰属意識における下位

尺度である 7支留意欲' を，辞めたいが辞められな
いというコスト認知を表すコミットメントとしてま

とめている o "lj支留的帰属意識"は“葛藤"的態度

を含むと考えられるため “愛着"ならびに“葛藤"

を包括した態度と解釈される。次に， "1勾在化要素"

は集問の価値や目標を受け入れ，組織のために尽力

しようとする態度であり“i可一視"と

う2つの要素を含んでで、いる O “意欲的帰}属高意識"は'

剤籾i織のために{働動きたいという積極[的i均守7意玄欲でで、あり(')， 

在イ化ヒ安素" における μ.. )尽ま力" を表す7態l~J度支と共通して

いる O “集団同一視コミットメント"と“規範的帰

属意識"は，集団の I~I 擦や価値が自己と一致してい

る程度を表しており， γョ在化要素"における集団
との 1可一視"という要素を表している O “功利的
帰属意;哉"と“存続的帰属意識"は，何か得られる

ものがあるから所属するという集団への“功利"を

表す態度としてまとめられる O しかし， 5つの要素

をまとめて扱った研究は見つからなかった。

サークjレ集題研究のまとめ

これまで紹介した新井・松井 (2003)以前に実施

された問先と.以降に実施された研究とを比較して.
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同一視

集団同一視

規範的

i存続的要素: ~J~rr主的要素

サークル集団へのコミットメントの概念整理Table 1 

4ナーク jレ・コミットメント

(橋本他.2010) 
サークル柴田侃属意識

(橋爪他φ1994a， 1994b) 

組織帰属意識

(高木， 2006. 2007) 

功利尽力葛藤
，定ロー三三

次荷

h
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J
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:-JlM 

必
か情緒的
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内在化要素

残稼l約

愛着要素
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による 2軸で構成されており，対先輩行動と対後援

行動との問に対応関係が見られた。サークル集団の

フォーマル性が強くなるほど 後輩は先議に服従し

やすい傾向が見られた。加えて 後輩は先輩に親密

さを感じるほど先輩との親交を深めようとし先輩

の行動を正当であると判断するほど先輩に従いやす

く，先輩から望ましくない行動を受けると先輩を回

避していた。

サークル集団へのマイナスの影響を与える要因の

検討を行った研究として，新たにサークル集団内の

迷惑行為が検討されていた。サークル集団の性質が

迷惑行為に及ぼす影響として，サーク jレ集団が管理

されているほど，活動を阻害する迷惑行為が抑制さ

れ，サークル集団が開放的であるほど，集団内の人

間関係の迷惑行為が判時IJされていた。また上下関係

が明確で所属人数が多い集出と，上下関係が不明確

で所属人数が少ない集団において，迷惑行為が強く

認知されていた。一方で，所属成員の性質が迷惑行

為に及ぼす影響として 所属成員の集団アイデン

テイティが高いほど，迷惑行為が強く認知されてい

た。

2003年以前や 2003年以障のサークル集団研究で

は，学生とサークル集団との関わりに関連して，参

加動機，達成動機，満足感， コミットメントという

サークル集団への所属を規定する要因について一貫

して検討されている O

サークル集団の参加動機について，参加動機の構

造の検討ーが2003年以降も一貫して検討ーされていた

が， 2003 年以降では，サークル活動ときI~活動での

相違が新たに検討されていた。大学生はサークルに

対して自由な雰囲気などを求め，音I~活に対して達成

!誌などを求めていた。

サークル集団における達成動機の研究は，達成動

機とサークル集団の性質に関連した研究がされてお

り，集団のフォーマル性が高いほど，所属成員は積

極的に活動に参加していた。一方で，動機の対象を

練習に限定した研究もされており，練習への動機が

強い学生は，活動に積極的に関与し，イ也の所属成員

との関係についても満足していた。

サークル集団への満足感の研究は，サークル集団

への満足!惑に影響を与える姿 I~I の検討から，満足感

の構造の検討ーやサークル集屈の改善点の検討へと変

化していた。学生はサークル集団の“練習"“活動"

“人間関係"“運営"という 4つの要素に満足j惑を抱

き， 1年生は 2年生よりも，幹部以外の学生は幹部

の学生よりもサークル集団に満足していた。

コミットメント研究は サークル集団との関わり

を把援するのに重要な研究領域であり， 2003年以

前ではあまり見られなかったが， 2003年以降では，

サークル集団へのコミットメントに関する研究が増

加していた。しかしサークル集出へのコミットメン

トに関して共通する要素が見られる一方で，異なる

要素も克られた。そこでサークル集団におけるコ

ミットメントについて概念を経理した結呆愛藩"

"葛藤"“意欲"・0同一視""J))キ1]" とうい 5つの要素

にまとめられた O

サークル集団研究の麗望 以上の研究動向を踏ま

えて，サークル集団研究の展望を述べる。

第一に，サークル柴田M究を概括すると，リーダー
シッフ01iJf究や対人行動研究のように学生と“所属成

員"との関わか達成動機のように学生と H集団活

動"との関わり，集団フォーマル性や組織風土のよ

うに学生と“集団体制"との関わり，参加動機やコ

ミットメントのように学生と“柴田自体"との関わ

りというに 4つの関わりの領域に分類される O サー

クル集1]]研究では，それぞれの関わりの領j或で検討

が重ねられており，研究知見が深まっていた。一方

で¥所属成員"“集団活動"“集団体ililj"“集出自体"

という 4つの要因を包括してキ目立関係を検討・した研

究は見当たらない。しかしこれらの嬰i訟は独立する

ものではなく，相互に作用して学生に影響を与えて

いると考えられる O 学生はサークル集IjJI勾の成員と

親密であるが，活動に対して不満を抱いていると，

サークル集団との関わりは功利的となるかもしれな

い。また厳格な体制のサークル集団においては，活

動に積極的に関わる学生ほど集出との関わりに葛藤

を抱く可能性がある。今後のサークル集団研究では，

サークル集団の所属成員が“所属成員"“集出活動"

“集団体制j"“集団自体"の相互関係を検討すること

で，サークル集団研究の全体像を把握することが期

待される。

第二に， 2003年以降のサークル集団研究におい

て，学生とサークル集団との関わりあいが大学生活

への充実感を変化させていることが明らかとなっ

た。こうした関わり方やサークル集団へのコミット

メントは，サークル集団に抱く態度の一部であると

捉えることが出来る O したがって，これらの現象を

包括的に捉えるためには 学生がサークル集団に対

して抱く態度を検討することは重要であると考えら

れる O しかしサークル集団に関する研究において

は，集団への態度に関する研究が少ないことが指摘

されている(橋本他， 2010) 0 組織コミットメント

をサークル集団に適用した研究においては，サーク

ル集団への態度に関する概念が統 aされていなかっ

た。また組織毎に組織への態度を測定する独自の尺

度を作成する必要性も指摘されている(野寺・l:j:J村¥
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2011) 0 今後は，サークル集団独自の態度について

のより詳細な検討が望まれる O
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